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（1） 事業者名及び代表者名

泉鋼管工事株式会社
代表取締役社長 泉　　實

（2） 所在地

泉鋼管工事株式会社
本社 大阪府泉佐野市下瓦屋３丁目１０５４－３
和歌山本店　　 和歌山県和歌山市次郎丸３０番地
岩出研修センター 和歌山県岩出市根来７０７

（3） 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

責任者 総務部 田中　郁久
担当者 総務部 土居　忠司
連絡先 TEL：072-464-0681　　FAX：072-464-0631

URL：http://izumi-ko.co.jp/

（4） 認証・登録の対象活動範囲

■建設業 ■設備工事業 ■ガス設備事業（販売・施工・メンテナンス）

（5） 事業の規模

活動規模 単位 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度
売上高 百万円 4,459 4,009 4,150
従業員 人 156 158 158
床面積(事務所) ㎡ 1,886 1,886 1,886
床面積(倉庫) ㎡ 943 943 943
駐車場面積 ㎡ 3,516 3,516 3,516

（6） 関連会社

株式会社　アイ・ジー・エス
代表取締役社長 泉　　實
本社 和歌山県和歌山市次郎丸３０番地
南大阪営業所 大阪府泉佐野市下瓦屋３丁目１０５４－３
関連事業 メンテナンス・サービス

活動規模 単位 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度
売上高 百万円 757 655 630
従業員 人 42 40 40

（7） 対象事業所の範囲（全事業所が対象）

泉鋼管工事株式会社 本社 和歌山本店　　 岩出研修センター
株式会社　アイ・ジー・エス 本社 南大阪営業所

（8） EA21実施組織図

１．事業活動の概要

ＥＡ２１事務局

リビング

営業部
設備部 ㈱ｱｲ･ｼﾞｰ･ｴｽ

エネルギー

営業部
事業推進部 財務部

環境管理責任者

総務部

代表取締役社長

４Ｓ委員会

建設T 保全T

ＥＡ２１内部監査チーム
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　クリーンエネルギー・天然ガスを提供する大阪ガスと共に歩んで約５０年。泉グループは、関西国際空港の
対岸を拠点に、近畿一円のお客様に天然ガスの快適性、安全性を提供する住まいの総合エンジニアリング
企業を目指しております。
　また地域に根ざした企業として、地域の環境保全は当社の使命の一つです。泉グループのあらゆる活動が
地球環境につながっていることを認識し、環境への負荷を軽減するため取り組みを続けます。

　　代表取締役社長　泉　實

人

（創業当時の社屋）

ご　挨　拶

地域に密着しながら

ナンバーワンの高品質な工事

を提供し、地域の人々、企業

自治体に役立つ存在であり続
けます。

社員が自分の可能性に挑戦し

会社とともに成長して利益を

分け合います。

現場が顧客に安心と信頼を

提供します。お客様に喜んで

いただける施工の提供を第一

に取り組みます。

社員の
幸せ

現場第一
主義

地域への
貢献

経営理念

社 是

知考言行

会社の発展は、お客様と地域と

社員の発展にあると考えています。

お客様に役立つために

知を高め、考え、真剣に議論し

徹底して実践に移します。

会社沿革

昭和42年 和歌山市宇須に泉鋼管工事（株）を設立
昭和43年 和歌山市次郎丸３０番地に移転
昭和49年 大阪ガス（株）ガス導管工事請負及び導管工事跡路面復旧請負契約を締結

昭和52年 本社事務所を泉佐野市下瓦屋３丁目１０５４－３番地に移転
平成11年 （株）アイ・ジー・エスの住宅設備営業部門を移管

平成13年 （株）アイ・ジー・エスの総合設備部門を移管

平成25年 岩出市根来に岩出研修センターを開所
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人

２．環境方針
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Ⅰ.二酸化炭素排出量削減(1～3)
kg-CO2 -7.98% 542,539 499,225以下 489,361 98.0% 494,894 490,563

事務所 1 電力 kWh
過去3年の平
均値を維持 125,583以下 127,059 101.2% 125,583 125,583

事務所 2 ガス ㎥
過去3年の平
均値を維持 28,420以下 28,847 101.5% 28,420 28,420

事務所 3 車両（ｶﾞｿﾘﾝ） L -10.0% 186,564 167,908以下 163,020 97.1% 166,042 164,177

Ⅱ.省資源

事務所 4 コピー用紙 kg 継続維持(※) 6,724以下 6,012 89.4% 6,724 6,724

Ⅲ.節水

事務所 5 節水 ㎥ -10.0% 1,874 1,689以下 1,457 86.3% 1,670 1,652

Ⅳ.一般廃棄物の削減

事務所 6 一般廃棄物 kg -10.0% 7,940 7,146以下 6,133 85.8% 7,067 6,987

Ⅴ.グリーン購入の推進

事務所 7 文房具のグリーン品目数の増加 品目数 +80.0% 68（※） 123以上 123 100.0% 130 136

Ⅵ.産業廃棄物の削減

現場 8 掘削土排出量抑制
（非開削によって抑制された土量）

㎥ お客様指定 846.7以上 692.3 81.8% お客様指定 お客様指定

Ⅶ.環境配慮製品の拡販

現場 9 省エネガス商品拡販 台・物件数 お客様指定 963以上 646 67.1% お客様指定 お客様指定

Ⅷ.周辺地域に対する環境改善

事務所 10 周辺道路清掃活動 回/月 継続維持 24 24 24 100.0% 24 24

■CO2排出係数について

※電力について　　　　環境省HP：電気事業者別のCO2排出係数（H28年度実績）　H29年12月21日公表　より大阪瓦斯㈱の実排出係数を引用

　●電力(ｋＷｈ) 　　CO2排出係数：0.394（kg-CO2/kWh)

※電力以外　　　　　　　エコアクション２１中央事務局ＨＰ：エコアクション２１ガイドライン2009年版（改訂版）附属資料（負荷自己チェックシート）より

　●都市ｶﾞｽ(Nm3)　　CO2排出係数：0.0513（kg-CO2/MJ)　　×　　単位発熱量：41.1(MJ/Nm3)

　●ガソリン(L) 　　CO2排出係数：0.0671（kg-CO2/MJ)　　×　　単位発熱量：34.6(MJ/l)

■目標設定について

　●車両（天然ガス）は2017年度になくなるので、2017年度の目標値から車両（天然ガス）は除外した。

　●コピー用紙の使用量は過去のデータを分析した結果、売上と相関関係があることが分かった。

　　 2016年度より、過去8年の一番高い購入比（購入量／売上）と今年度売上目標をかけた値をコピー用紙の目標値にした。

　●当社事業の特性、また環境負荷への影響が大きい事から独自の取り組みとして、【掘削土発生の抑制・リサイクル】に取り組んでいる。

　　 但し、「掘削土再利用率×２＋再生骨材使用率」は、「掘削土発生の抑制」と相反する関係にあるため2016年度より目標から除外した。

　●自らが生産・販売・提供する製品及びサービスに関連する項目として、【環境配慮製品の拡販】に取り組んでいる。

　　 対象となる環境配慮製品はエネファーム、エコウィル及びエコジョーズであったが2011年度より太陽光発電を追加した。

　　 但し、エコウィルは2017年度からお客様指定から外れるので、2017年度の目標値からエコウィルは除外する。

　　 尚、太陽光発電以外の目標値単位は台数であるが、太陽光発電は１物件で複数パネルが取り付けられるため、物件数を単位とした。

■工事現場での環境負荷について

　●当社は、現場事務所を設置して行う工事がない為、現場での電気・ガス・水道の使用はない。また、一般廃棄物についても排出はない。

　 　更に、当社が管理できる重機等の車両がない為、化石燃料の使用もない。

　●工事現場で撤去した管類はガス会社の資産である為、返却しているので廃棄物の発生はない。

３．環境目標とその実績

2019 2020

実績/
目標

2018

基準年実績

目標
向上率

年度目標 年度目標

2008

年度目標 年度実績
単位

※過去8年の一番高い購入比（購入量／売上）と今年度売上目標をかけた値を目標値とする

※グリーン購入の推進は2011年度より環境方針に掲げた目標なので、基準年実績は2010年度の値である
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４．取組項目の実績推移
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活動計画の主内容

昼食時及び不使用部屋の消灯

不使用時のパソコン電源ＯＦＦ

トイレの照明、換気扇使用都度の電源ＯＮ

冷房温度設定２７℃±１℃（冷房期間目安６月～９月）

暖房温度設定２１℃±１℃（暖房期間目安１１月～２月）

お湯のムダ遣いをしない

不要な荷物をおろす

車間距離に余裕を持つ

急発進、急加速はやめる

縮小コピー、集約印刷の効果的利用

社内ラン（ｻｲﾎﾞｰｽﾞ）の活用による情報化

記録類の電子化（ＤｏｃｕＷｏｒｋ，ＰＤＦ）

水道水を出しすぎない

止水を確認する

入浴でのお湯、水のムダ遣いをしない

一般廃棄物の分類表により分別する

シュレッダーの利用制限（機密、個人、金額文書のみ）

紙類の用品のムダ遣い防止

総務担当によるグリーン購入一元管理

他社のコスト比較でより安く購入

グリーン商品の試験購入及び評価

トレーナーによる施工技術向上の指導

非開削条件に見合った現場は優先適用

施工班毎の目標設定と管理フォロー

客先での勉強会開催、展示場巡回による認知度のアップ

ソーラーシステムとのミックス提案の推進

Ⅷ.周辺地域に対する環境改善 会社周辺道路清掃活動 年間スケジュール（本社・和歌山毎に一回/毎月）に沿って実施

Ⅴ.グリーン購入の推進
文房具のグリーン
品目数の増加

Ⅵ.産業廃棄物の削減 掘削土排出抑制

Ⅶ.環境配慮製品の拡販 省エネガス商品拡販

Ⅱ.省資源 コピー用紙

Ⅲ.節水 節水

Ⅳ.一般廃棄物の削減 一般廃棄物

５．主要な環境活動計画の内容

取組項目

Ⅰ.二酸化炭素排出量削減

電力消費削減

ガス使用量削減

車両系燃料の消費削減
（ガソリン）
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（１）当社に適用される法規制と現在までの遵守状況

法規制の名称 主な該当する活動 遵守状況

自動車Nox・PM法 一般事業者 遵法

建設機械に関する技術指針 公共工事での遵守 遵法

フロン排出抑制法
第一種フロン類回収業者への引渡、業務用空調
機器の簡易点検、定期点検

遵法

騒音規制法及び関連条例（大阪府・和歌山県・和歌山市） 特定建設作業対象 遵法

振動規制法及び関連条例（大阪府・和歌山県・和歌山市） 特定建設作業対象 遵法

水質汚濁防止法 公共用水路への適正な排出 遵法

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法） 産業廃棄物・一般廃棄物の適正な排出 遵法

資源の有効な利用の促進に関する法律（改正リサイクル法） 建設工事での遵守、パソコン等の適正な排出 遵法

小型家電リサイクル法 パソコン、携帯電話、デジカメ等の適正な排出 遵法

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル
法）

As,Coを排出する請負500万円以上の建設工事 遵法

建設副産物適正処理推進要綱 建設資材搬入、指定副産物搬出する建設工事 遵法

消防法 危険物の貯蔵、取扱、運搬 遵法

高圧ガス保安法 移動・消費、容器の取扱い 遵法

建設工事公衆災害防止対策要綱 建設工事での遵守 遵法

特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法） 特定家電の適正な排出 遵法

使用済自動車の再資源化等に関する法律（自動車リサイクル法） 社有車の購入・車検・廃棄時 遵法

道路交通法 運転者、使用者の義務全般 遵法

道路運送車両法 道路運送車両の検査等 遵法

グリーン購入法 文房具等の購入時に環境商品の配慮 遵法

一般廃棄物排出の規定 ごみの分別・出し方（泉佐野市・和歌山市） 適正

大阪府生活環境の保全等に関する条例 建設工事での遵守 遵法

岩出市の環境をまもる条例 資源の有効利用、事業所内の緑化 遵法

浄化槽法 浄化槽の保守・清掃・定期点検 遵法

悪臭防止法 建設工事におけるガスパージ時の脱臭 遵法

改正労働安全衛生法 使用・保管の化学物質のリスクアセスメント 遵法

（２）違反、訴訟等

　環境関連法規への違反はありません。
　尚、過去３年間、関係当局よりの違反等の指摘はなく、訴訟等も同様に１件もありません。

以上

６．環境関連法規制の遵守状況
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実績/
目標

評価 分析・検討・課題

７．９８％削減 98.0% ○

電気・ガスは目標未達であったが、ガソリン使用量目標を達
成したことで、全体的にはCO2排出目標を達成した。

１０．０％削減 86.3% ○

H20年より、毎年1%の削減目標を掲げ、今年で10年目にな
るが、日々節水の積み重ねで大幅に目標を達成した。次年
度も現在の活動内容を継続する。

１０．０％削減 85.8% ○

H20年より、毎年1%の削減目標を掲げ、今年で10年目にな
るが、削減活動が定着し、毎年目標を達成している。次年
度もゴミの分別と紙の無駄使い防止等を推進する。

８０．０％増加 100.0% ○

文房具のエコ商品への切替・追加を随時行ない目標を達成
した。

お客様指定 81.8% ×

非開削工法が該当する工事現場が少なく、目標未達となっ
た。しかし、開削工事においては、良質土の埋戻しや再生
骨材使用に力点を置いた。

お客様指定 67.1% ×

今年度のＯＧ目標のハードルが非常に高い中、市況が厳し
く、省エネガス商品の拡販に苦戦した。

継続維持 100.0% ○

4S活動で年間スケジュールを作成し、予定通り実行した。
次年度も毎月、本社、和歌山にて近隣清掃を実施する。

　【 次年度の取組内容 】

■次年度は環境方針、環境目標ともに変更せず、活動計画を継続する。

目標向上率
H20実績値
に比べて

取組み結果(2018年6月～2019年5月)

大量コピーの抑止や電子化の推進、裏紙利用を徹底し、目
標を達成した。次年度も現在の活動内容を継続する。

一般廃棄物の削減

101.5%

電力消費削減

ガス使用量削減

二酸化炭素排出量削減

１０．０％削減 97.1% ○

89.4% ○

H20年より、毎年1%の削減目標を掲げ、今年で10年目にな
る。目標達成のため、車両入替は、入替前車種より高燃費
車に入れ替えている。次年度も１５台の車両を高燃費車に
入替える。

本社はリフォームにより作業フロアが増えた分、ガス使用量
も増加した。定退日の徹底と残業抑制で対応したが僅かに
目標値を超えた。次年度は、定退日の遵守と残業抑制を更
に浸透させる。

本社はリフォームにより作業フロアが増えた分、LED化によ
り電気使用量を抑えた。和歌山本店が目標値より超えたこ
とにより、全体として僅かに目標値を超えた。次年度は、定
退日の遵守と残業抑制を更に浸透させる。

周辺地域に対する環境改善

７．環境活動の取組結果の評価と見直し

×

過去３年の実績
の平均値を目

標とする
×

過去8年の一番
高い購入比（購
入量／売上）と
今年度売上目

標をかけた値を
目標値とする

省エネガス商品拡販

コピー用紙使用削減

節水

産業廃棄物の削減
（掘削土排出量抑制）

文房具のグリーン品目数の増加

取組項目

過去３年の実績
の平均値を目

標とする
101.2%

車両系燃料の消費削減
　　・ガソリン
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　【 代表者による全体評価と見直しの結果 】

［総括］

■環境活動の取組項目１０項目の内、目標未達であった電気・ガスについて

　 働き方改革の一環で本社のリフォーム工事を行い、3Fの書庫と会議室の一部を事務室に改装した。

　 手狭であった事務室のスペースを広げることにより、電気とガスの使用量が増えることは予測できた。

　 対策として、電力の消費を押させるために事務室の照明と館内の誘導灯を全てLEDに切り替えた。

　 電気、ガスともに僅かに目標に届かなかったが、ガソリン使用量の削減がそれ以上の効果を上げたので

　 全体としてCO2の削減目標を達成できたことが良かった。

■自然災害に備えて

　 2018年は、甚大な自然災害が発生した年であった。

　 6月の大阪北部地震では11万戸のガス供給がストップし、当社は復旧支援に携わった。

　 7月に西日本豪雨、9月には台風21号と北海道胆振（いぶり）東部地震が発生した。

　 当社は、お客様との緊急連絡体制は整備しているが、従業員全員の緊急連絡網は整備していなかった。

　 2019年8月にLINEを使用し、従業員全員の安否確認と出社可否確認を行う緊急連絡網を確立した。

　 また、9月5日、9月30日、12月22日に緊急呼出訓練を実施し、緊急時の初動を速やかにできるようにした。

■指示事項

 　①非常灯のLED化（電池は電源内蔵型と別置型の２パターン）の検討を行うこと。

　 ②社用車のカーシェアによる所有台数の削減と車両稼働率の向上の検討を行うこと。

［環境方針］

■変更無し

［目標・活動計画］

■変更無し

　【 次回環境活動レポート発行予定年月 】

■２０２１年１月
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電気使用量の削減

周辺地域に対する環境改善活動

８．環境負荷軽減取組みの一部をご紹介　　(CO2削減・地域への貢献)

本社の照明は非常灯を除き、ほぼLED照明に切替えました。

当社では永年にわたって毎月一回、
会社周辺の清掃活動を続けています。
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室内機

室外機

環境負荷軽減取組みの一部をご紹介　　(お客様先での省エネ)

エコジョーズ（省エネルギー給湯器）エネファーム（家庭用燃料電池コージェネレーションシステム）

■商業施設や工場、病院、学校、公共設備など、幅広いお
客様に、省エネルギー、低ランニングコスト、省スペースの
業務用ガス空調機器およびマイクロコージェネを取りそろ
え、販売、工事に取り組んでいます。

ガスヒートポンプ・エアコン（ＧＨＰ)

ランニングコストが低い空調です。お客様の
トータルコストの低減に貢献いたします。

マイクロ・コージェネ

ガスで発電し、廃熱を給湯に使う小型のガスコー
ジェネレーションシステムです。エネルギー効率は
80％を超え、大きな省エネルギー効果が実現でき
ます。スーパー銭湯やホテル、老人保健施設など、
お湯を多く使う設備に最適です。

エネファームは天然ガスから取り出した水素と空気中の酸素を反
応させて電気を作ります。
電気を作る時に発生する熱エネルギーを捨てずに有効利用し
てお湯を作るので地球にやさしく、省エネルギー＆エコロジーな
ガスコージェネレーションシステムです。

これまで利用されていなかった排熱をお湯づくりに
再利用。不要な排熱をカットするのでエネルギーの
有効利用＆エコロジーなシステムです。

太陽光発電

通常の屋根なら手軽に設置でき、太陽光のエネルギーでマイ
ホーム発電できます。
エネファームやエコゥイルとのＷ発電は環境性や快適性はもち
ろん、経済性にも優れています。
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環境負荷軽減取組みの一部をご紹介(施工現場での環境負荷軽減・非開削工法)

1. 掘削土砂量の削減

延長50mPE管敷設工事の場合、掘削土砂量を開削の10％程度にすることができます。
2. 3Ｋ作業の解消

掘削作業から解放され、立坑内作業を最小限度にできます。

3. 工事環境の向上
お客さまに受け入れられ易い現場になります。

4. 抜本的なコストダウン

作業人数、工事日数、入替え土砂量の削減により、大幅なコストダウンを実現します。

非開削でポリエチレン管を長距離 (1スパン100ｍ程度)敷設する工法。

入替えをするガス管の両端を掘削し、管内に挿入したロッドを引き戻しながら、ロッドの先端に取り付けたブレット(縦

切りカッター)で管を縦切り・拡径し、その後に新しいポリエチレン管を引き込みます。
既設管がガイドとなり、他埋設物を損傷することなく確実に施工できます。 また、施工後のネジ支管は引き込んだ

PE管の保護材となります。
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アスファルトのリサイクル

土砂のリサイクル

環境負荷軽減取組みの一部をご紹介　　(廃棄物の削減・リサイクル)

撤去した既設アスファルトをアステンコッ
ク（右の写真の機械）の釜の中に入れて
加熱し、アスファルトを再利用できるよう
にします。

掘り出した土砂を車載式ＳＲプラ
ント（大阪ガス様が開発）で振るい
にかけ、石と砂に分けます。

砂は、ガス工事現場の埋め戻しに利用し
ます。
石は、埋め立てなどで再利用されます。
車載式ＳＲプラント（大阪ガス様が開発）
で土砂分別中の拡大写真です。手前に
石、奥に土砂と、分別されているのが確
認できます。
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